
目的

(目的)

学生が主体となって、町並みや暮らしぶりが市民の
視点から記録された資料を、郷土資料として収集・公
開するとともにその活用方法を検討することである。



効果

（効果）
・郷土資料として残すことができる

・異世代交流

・地域住民間の交流

成果

・合計３０本（約15時間）発掘

・約2時間分デジタル化することができた。

・私達自身が地域の方々と連絡を取り合ううちに、深
く関わるようになった。



課題

更なるフィルムの発掘を目指す

デジタル化した映像の公開が遅れている

HPの充実

○○と、みる

展望


